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　はじめに

イサキ科ミゾイサキ属 Pomadasys Lacepède, 1802

は背鰭起部に前向棘を欠くこと，下顎腹面の先端

に 2つの小孔をもち，ヒゲを欠くこと，および下

顎正中線上に細長い溝をもつことによって特徴づ

けられ（McKay, 2001；島田，2013），国内からはホ

シミゾイサキ P. argenteus (Forsskål, 1775)，マダラミ

ゾイサキ P. maculatus (Bloch, 1793)，およびスジミ

ゾイサキ P. quadrilineatus Shen and Lin, 1984の 3種

が分布するとされていた（島田，2013）．近年，国

内における本属魚類の4種目となるP. kaakan (Cuvier 

in Cuvier and Valenciennes, 1830)が Hata et al. (2015)

によって鹿児島県薩摩半島西岸から得られた 1標

本に基づき報告され，新標準和名カガヤキミゾイ

サキが提唱された．国内から採集された本種の標

本は，長らく Hata et al. (2015)の 1個体に限られて

いたが，2020年 4月 24日に同海域から国内 2個体

目となるカガヤキミゾイサキが採集された．

本種が採集された薩摩半島西岸は，近年の魚類

相調査によって飛躍的に新知見が蓄積されており，

他にも多くの新種・日本初記録種が報告されてい

る．加えて，それらの中には同海域における出現

を黒潮と関連させ考察を行っている報告も多数あ

り［例えば，瀬能ほか（2013），藤原ほか（2017）

など］，南日本における魚類相の形成を考える際

にひじょうに重要な海域である．したがって，国

内 2個体目となるカガヤキミゾイサキをここに報

告するとともに，本研究では薩摩半島西岸におけ

る近年の魚類相調査で得られた知見の総括として，

過去 20年間に同海域から新種・日本初記録種とし

て記録された魚類のリストを作成した．

　材料と方法

計数・計測方法は Hata et al. (2015)にしたがっ

た．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．標準体長は体長または

SLと表記した．計測はデジタルノギスを用いて

0.1 mm単位まで行った．本報告で用いた標本は

鹿児島県薩摩半島西岸から得られた 1標本

（KAUM–I. 142200， 雌， 体 長 513.0 mm， 全 長

598.0 mm，南さつま市笠沙町片浦貝浜沖，

31°25′58″N, 130°12′00″E， 水 深 20 m， 定 置 網，

2020年 4月 24日，坂元　治採集）で，鹿児島大

学総合研究博物館（KAUM）に保管されており，

生鮮時の写真（Fig. 1）は同館のデータベースに

登録されている．薩摩半島西岸から得られた新種・

日本初記録魚種のリストは，過去 20年間（2000–

2020年）に出版された文献に基づいており，報

告年が古い順に列挙した．

　結果と考察

本報告で用いた鹿児島県薩摩半島西岸から得

鹿児島県薩摩半島西岸から得られた国内 2例目のカガヤキミゾイサキ，
および過去 20 年間に同海域から新種 ・日本初記録種として

記録された魚類リスト
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られた 1標本（Fig. 1）の計数・計測形質は以下

のとおりである．背鰭条数XII, 14；臀鰭条数 III, 7；

胸鰭条数 17；腹鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 48；

尾柄周囲鱗数 20；鰓耙数 5 + 13 = 18．体各部測

定値の標準体長に対する割合（%）最大体高

33.3；体幅 15.0；頭長 32.5；吻長 11.5；眼径 5.5；

瞳孔径 2.3；両眼間隔 9.8；眼下高 7.4；眼前間隔 9.8；

尾柄高 8.9；尾柄長 23.5；背鰭前長 38.0；臀鰭前

長 68.0；腹鰭前長 34.7；上顎長 10.8；背鰭第 1棘

長 2.0；背鰭第 2棘長 4.3；背鰭第 3棘長 14.0；背

鰭第 4棘長 13.9；背鰭第 5棘長 12.2；背鰭第 11

棘長 4.9；背鰭第 12棘長 7.0；背鰭最長軟条長

11.4；背鰭棘部基底長 31.5；背鰭軟条部基底長

21.2；臀鰭第 1棘長 2.6；臀鰭第 2棘長 12.3；臀

鰭第 3棘長 9.8；臀鰭最長軟条長 11.5；臀鰭基底

長 12.5；尾鰭長 16.6；胸鰭長 29.0；胸鰭最長軟条

Fig. 1. Fresh specimen of Pomadasys kaakan (KAUM–I. 142200, 513.0 mm SL) from the west coast of Satsuma Peninsula, Kagoshima 
Prefecture, Japan.

No Family Scientific name Standard Japanese name Status Reference
1 Carangidae Caranx heberi イトウオニヒラアジ FJR Motomura et al. (2007)
2 Carangidae Ulua mentalis ヒシカイワリ FJR Motomura et al. (2007)
3 Scorpaenidae Scorpaena pepo カボチャフサカサゴ FJR Motomura et al. (2009)
4 Mullidae Upeneus itoui サクヤヒメジ NS Yamashita et al. (2011)
5 Mullidae Upeneus guttatus アカネヒメジ FJR Motomura et al. (2012)
6 Bothidae Crossorhombus valderostratus カチドキダルマガレイ FJR 大橋・本村（2012）
7 Acanthuridae Naso mcdadei マサカリテングハギ FJR 瀬能ほか（2013）
8 Drepaneidae Drepane longimana ユウダチスダレダイ FJR 上城ほか（2015）
9 Tripterygiidae Enneapterygius phoenicosoma アカヘビギンポ NS Motomura et al. (2015)
10 Apogonidae Ostorhinchus fleurieu コンゴウテンジクダイ FJR 吉田・本村（2015）
11 Haemulidae Pomadasys kaakan カガヤキミゾイサキ FJR Hata et al. (2015)
12 Sparidae Acanthopagrus taiwanensis イワツキクロダイ FJR 藤原ほか（2017）
13 Mullidae Upeneus spottocaudalis* ユカタヒメジ FJR 萬代ほか（2018）
14 Tetrarogidae Ablabys gymnothorax カササハオコゼ NS Chungthanawong and Motomura (2018)
15 Apogonidae Ostorhinchus yamato ヤマトイシモチ NS Yoshida et al. (2018)
16 Carangidae Trachinotus anak ヨコヅナマルコバン FJR 和田ほか（2019）
17 Gobiidae Eviota perspicilla ホデリイソハゼ NS Fujiwara et al. (2019)
18 Synodontidae Saurida undosquamis ツケアゲエソ FJR 中村・本村（2020）

*Subsequently identified as Upeneus heterospinus by Uiblein et al. (2019); FJR: reported as first Japanese record(s); NS: described as a new 
species.

Table 1. List of fishes (in chronological order) described as new species or reported as the first Japanese record from the west coast of Satsuma 
Peninsula, Kagoshima Prefecture for the past 20 years.
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長 27.1；腹鰭長 18.0；腹鰭棘長 11.0．

本標本は，「はじめに」の部分で挙げたミゾイ

サキ属の特徴をもつことに加え，背鰭軟条数が

14，尾柄周囲鱗数が 20，主鰓蓋骨後縁が胸鰭基

部の中央直上に位置し，同垂線を大きく越えない

こと，背鰭鰭膜に小黒色斑のみがあり，棘部鰭膜

に大きな黒色斑を欠くこと，および体側に褐色縦

帯を欠く一方，上部にやや不明瞭な小褐色斑が散

在し，6–7つの不明瞭な横帯を形成することなど

の特徴がMcKay (2001)や Hata et al. (2015)が報告

したカガヤキミゾイサキ P. kaakanの特徴に一致

した．さらに，上述した本標本の計数・計測形質

は Hata et al. (2015: table 1)が示した値と一致また

はひじょうに近い値となったため，本種に同定さ

れた．

カガヤキミゾイサキはホシミゾイサキ P. argen-

teusと酷似しており，分布域も重なるため混同さ

れる可能性が高い．しかし，前者は後者と比較し

て，尾柄周囲鱗数が 20であること（後者では

21–22）と特に体側の色彩（カガヤキミゾイサキ

では若魚で体側に散在する小褐色斑が横帯を形成

し，成長にしたがい不明瞭になることに対して，

ホシミゾイサキでは若魚で不規則な縦線があり，

成魚ではひじょうに多くの小褐色が体側に散らば

る）によって識別される（McKay, 2001；Hata et 

al., 2015；本研究）．本研究で報告したカガヤキミ

ゾイサキの標本（KAUM–I. 142200）は日本国内

から本種の 2個体目の標本となる．なお，腹部を

切開したところ，発達した卵巣が確認できたこと

から，本標本は雌個体である．

鹿児島県薩摩半島西岸において過去 20年間に

新種・日本初記録魚種として記録された魚類リス

トを Table 1に示した．本研究でこれまでの知見

をまとめた結果，過去 20年間で同海域からは 5

新種と 13日本初記録種の合計 18種が記載・報告

されていることが分かった．リスト中のイワツキ

クロダイ，ユカタヒメジ，カササハオコゼ，およ

びヨコヅナマルコバンの 4種は，薩摩半島西岸（お

よびヨコヅナマルコバンを除く 3種は日本国内）

からこれまで 1個体のみしか採集されておらず，

本研究で報告したカガヤキミゾイサキのように追

加個体の採集が期待される．
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